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地
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高
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図
８

図
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図
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図
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比
較
に
あ
た
っ
て
、
各
部
の
寸
法
は
建
物
の
原
寸
で
表
記
し
た
。
な
お
、
比
較
の
た
め
、
間
で
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
１
間
＝
６
．５
尺
と
し
て
計
算
し
、
数
値
の
単
位
は
尺
と
し
た
。

寸
法
が
史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
太
字
に
し
て
い
る
。
桁
行
・
梁
間
寸
法
、
柱
間
寸
法
と
も
に
記
述
が
無
い
も
の
に
関
し
て
は
そ
の
中
央
間
を
仮
に
２
丈
９
尺
４
寸
と
し
、
中
央
間
以
外
の
柱
間
は
図
面
か
ら
算
出
し
、
括
弧
つ
き
で
示
し
て
あ
る
。

各
柱
間
寸
法
は
な
い
が
、
桁
行
・
梁
間
寸
法
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
各
柱
間
の
幅
の
比
か
ら
寸
法
を
割
り
付
け
た
。

③
柱
間
寸
法
は
す
べ
て
芯
々
寸
法
で
あ
り
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
に
関
し
て
は
実
測
値
と
縮
尺
か
ら
割
り
出
し
た
実
寸
を
記
し
た
。

④
高
さ
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は
基
壇
上
か
ら
棟
瓦
上
端
ま
で
の
数
値
を
取
っ
た
。

⑤
屋
根
勾
配
に
関
し
て
は
す
べ
て
度
で
表
記
し
た
。

⑦
軒
の
出
は
一
番
外
側
の
柱
芯
か
ら
側
面
の
鼻
隠
板
ま
で
と
し
た
。

⑧
軒
高
は
基
壇
上
か
ら
鼻
隠
板
ま
で
と
し
た
。

⑦
⑧
に
関
し
、
側
面
の
鼻
隠
板
が
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
正
面
の
鼻
隠
板
ま
で
の
寸
法
を
取
っ
て
い
る
。
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六
、
比
較
・
考
察

大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
桁
行
二
八
三
・
八
尺
、
梁
間
一
六
六
・
四
尺
で
あ

り
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
三
種
類
の
寸
法
と
は
異
な
る
。
ま
た
桁
行
、
梁
間
は
創

建
東
大
寺
大
仏
殿
の
規
模
と
一
致
す
る
。
柱
間
中
央
、
二
九
・
二
尺
は
天
平
創

建
時
、
現
大
仏
殿
の
二
九
・
四
尺
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
ま
た
中
央
七
間
分
の
合
計

値
一
八
七
・
六
尺
は
現
大
仏
殿
の
一
八
八
・
一
尺
に
近
似
す
る
。
し
か
し
柱
間

そ
れ
ぞ
れ
に
関
し
て
は
旧
来
の
礎
石
位
置
を
考
慮
し
た
柱
割
と
は
い
え
ず
、
ま

た
方
広
寺
大
仏
殿
の
各
図
面
や
（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
／
方
広
寺
大
仏
殿
設

計
図
の
柱
割
と
も
異
な
る
独
自
の
数
値
を
と
っ
て
い
る
。
軒
高
は
一
層
目
、
二

層
目
そ
れ
ぞ
れ
現
状
よ
り
一
〇
尺
ず
つ
高
く
な
っ
て
い
て
、
基
壇
上
か
ら
棟
瓦

上
部
ま
で
の
高
さ
は
約
二
〇
尺
高
い
一
七
〇
尺
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
屋
根

勾
配
は
現
大
仏
殿
に
近
い
。
軒
は
一
層
目
・
二
層
目
と
も
に
約
四
尺
深
い
。

大
仏
殿
の
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
か
ら
後
に
、
全
く
独
自
の
柱
間
や
高

さ
を
持
つ
図
面
を
、
幅
六
�
近
く
も
あ
る
画
面
に
大
々
的
に
描
く
と
は
考
え
に

く
い
。
立
柱
が
行
わ
れ
た
の
は
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
で
あ
り
、
こ
の
後
に

高
さ
を
二
〇
尺
近
く
も
変
更
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
の
年
紀
が
あ
る
（
二
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
１－

２－

０
２
〉
の
柱
間
は
現
大
仏
殿
、
天
平
創
建
の
大
仏
殿
と
同
じ
で
あ
り
、
旧
来
の
礎

石
位
置
を
考
慮
し
た
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
に
礎
石
位
置
を
踏
ま
え
て
い
な

い
独
自
の
柱
割
を
も
つ
新
た
な
計
画
が
提
案
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ

て
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
少
な
く
と
も
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
以
前
の
計
画

図
で
あ
る
と
い
え
る
。
公
慶
が
勧
進
を
願
い
出
た
の
が
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）

で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
先
に
こ
の
よ
う
に
大
規
模
で
密
度
の
高
い
図
面
を
独
自
に

作
成
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
よ
っ
て
板
図
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
か
ら
元

禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
一
一
年
の
間
に
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
の
一
一
年
の
間
に
お
い
て
大
仏
殿
再
建
計
画
図
に
関
す
る
記
述

は
前
述
の
元
禄
元
年
十
二
月
九
日
中
井
主
水
が
指
図
を
完
成
さ
せ
寺
か
ら
祝
儀
、

の
項
以
外
は
見
当
た
ら
ず
、
よ
っ
て
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
元
禄
元
年
、
中

井
主
水
に
よ
る
作
成
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
唐
破
風
や
、
組
物
、
装
飾
な
ど
の
計
画
は
①
〜
�

の
諸
図
面
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
影
響
を
受
け
た
よ
う

で
あ
る
。
基
本
計
画
は
（
二
）（
三
）（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
を
は
じ
め
、

（
五
）
大
仏
堂
二
百
分
一
之
図
な
ど
一
連
の
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
計
画
全
般
に

お
い
て
引
き
続
き
反
映
さ
れ
、
途
中
一
一
間
か
ら
七
間
に
縮
小
さ
れ
る
と
い
う

大
き
な
変
更
を
経
て
、
宝
永
五
年
の
東
大
寺
大
仏
殿
完
成
に
至
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
細
部
に
至
る
ま
で
の
表
現
が
よ
く
似
て
い
る（
四
）

木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
２－

１－

０
２
〉
で
あ
る
が
、
板
図
に
比
べ
て

高
さ
は
一
〇
尺
低
い
約
一
六
丈
、
大
棟
の
長
さ
は
約
四
尺
短
い
一
四
〇
・
五
尺

で
あ
り
、
上
層
の
屋
根
勾
配
は
近
く
、
下
層
（
裳
腰
）
の
屋
根
勾
配
は
き
つ
く
な

っ
て
い
る
。
軒
の
出
は
一
〜
二
尺
深
く
、
軒
高
は
三
〜
四
尺
低
い
。
こ
の
図
の

縮
尺
が
一
／
四
〇
で
あ
り
、
一
尺
の
違
い
は
図
に
お
い
て
約
七
・
五
�
と
な
る

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
２－

１－

０
２
〉
は
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
と
は
異
な
っ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
で
描
か
れ

た
と
い
え
る
。

堀
内
家
が
中
井
家
の
下
で
棟
梁
を
勤
め
て
い
た
こ
と
（
注
１８
参
照
）、
ま
た
架

構
ま
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、（
四
）
木
子
文
庫
堀
内
家

文
書
〈
木
０
０
２－
１－

０
２
〉
は
平
井
氏
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
方
広
寺
大
仏
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殿
を
参
考
に
、
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
の
た
め
の
雛
形
と
し
て
描
か
れ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
〈
木
０
０
１－

２－

１
１
〉
は
多
少
簡
略
に
描

か
れ
た
図
面
で
あ
る
が
、
高
さ
は
現
大
仏
殿
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
約
一
五
〇
尺

で
、
方
杖
が
採
用
さ
れ
架
構
の
考
慮
が
さ
れ
て
い
る
。（
五
）
大
仏
堂
二
百
分
一

之
図
は
柱
間
が
旧
礎
石
の
位
置
と
一
致
し
、
更
に
建
地
割
図
に
お
い
て
は
七
間

縮
小
案
が
提
示
さ
れ
て
い
て
高
さ
も
一
四
三
尺
と
低
く
、
現
大
仏
殿
と
似
た
印

象
を
持
つ
。
こ
れ
ら
は
大
仏
殿
再
建
計
画
が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段
階
の
図
面
で

あ
ろ
う
。

『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』
に
お
い
て
大
仏
殿
内
建
地
割

板
図
の
複
製
と
さ
れ
る
一
方
で
、『
日
本
寺
院
史
の
研
究

中
世
・
近
世
編
』
で

は
方
広
寺
の
図
面
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
／
方
広
寺

大
仏
殿
で
あ
る
が
、
板
図
と
は
柱
間
が
異
な
り
、
ま
た
高
さ
が
一
五
尺
以
上
高

く
、
軒
の
出
も
三
尺
近
く
深
い
。
こ
の
図
の
縮
尺
が
一
／
一
〇
〇
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
大
き
な
差
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
屋
根
勾
配
は
か
な
り
き

つ
く
、
さ
ら
に
細
部
を
見
比
べ
る
と
板
図
を
複
製
し
た
と
は
言
い
難
い
。
ま
た

現
段
階
で
は
東
大
寺
の
図
面
で
あ
る
の
か
方
広
寺
の
図
面
で
あ
る
の
か
は
っ
き

り
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
（
六
）
文
化
九
年
複
製
図
／
方
広
寺
大
仏
殿
の
性
格

に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
他
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
図
面
に
関
す
る
個
別
の
考
察
は
こ
こ
で
は
本
題

で
は
な
く
、
種
々
の
研
究
も
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

七
、
結
論

本
稿
で
は
東
大
寺
大
仏
殿
内
東
壁
に
掲
げ
て
あ
る
板
図
に
つ
い
て
、
現
大
仏

殿
を
は
じ
め
と
す
る
東
大
寺
の
史
料
、
方
広
寺
大
仏
殿
の
史
料
と
比
較
し
、
ま

た
再
建
経
過
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
史
的
位
置
付
け
を
考
察

し
た
。
製
作
の
由
来
や
伝
来
の
経
緯
も
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大

仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
従
来
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、『
東
大
寺
年
中
行
事

記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
元
禄
元
年
、
中
井
主
水
に
よ
る
指
図
で
あ
る
可
能
性

が
非
常
に
高
く
な
っ
た
。

東
大
寺
大
仏
殿
が
焼
失
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
以
上
経
過
し
た
の
ち
、
公
慶
は

勧
進
を
願
い
出
た
。
雨
露
に
さ
ら
さ
れ
る
東
大
寺
大
仏
像
を
見
て
勧
進
を
志
し

た
と
い
う
公
慶
の
、
創
建
・
鎌
倉
期
と
同
規
模
の
大
仏
殿
を
再
建
し
よ
う
と
い

う
思
い
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
ま
た
図
に
描
か
れ
て

い
る
唐
破
風
や
、
組
物
、
装
飾
な
ど
の
計
画
は
方
広
寺
大
仏
殿
か
ら
影
響
を
受

け
た
も
の
で
あ
り
、
途
中
一
一
間
か
ら
七
間
に
縮
小
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
変

更
を
経
て
も
な
お
、
板
図
に
お
け
る
基
本
計
画
は
後
の
東
大
寺
大
仏
殿
再
建
計

画
全
般
に
お
い
て
強
く
反
映
さ
れ
、
宝
永
五
年
の
東
大
寺
大
仏
殿
完
成
に
至
っ

た
。
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
は
方
広
寺
大
仏
殿
の
二
度
の
建
設
と
、
修
理
を
通

じ
て
発
展
し
た
「
大
仏
殿
」
建
築
の
集
大
成
と
も
い
え
る
壮
大
で
か
つ
壮
麗
な

計
画
図
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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（
１
）
本
稿
一
、
東
大
寺
大
仏
殿
内
建
地
割
板
図
（「
東
大
寺
の
す
べ
て
」
展
に
お
け
る
図

面
解
説
文
）

（
２
）
天
沼
俊
一
『
日
本
建
築
史
要
』
飛
鳥
園
、
一
九
三
一
年
改
訂

（
３
）
山
本
栄
吾
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
規
模
」（『
南
都
仏
教
』
第
二
号
、
南
都
仏
教
研
究

会
、
一
九
五
五
年
）

（
４
）『
奈
良
六
大
寺
大
観

第
九
巻

東
大
寺
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年

（
５
）『
国
宝
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』
奈
良
県
文
化
財
保
存
事
務
所
、

一
九
八
〇
年

（
６
）
平
井
聖
「
東
大
寺
大
仏
殿
の
宝
永
度
造
営
に
つ
い
て
」（
川
上
貢
編
『
近
世
建
築
の

生
産
組
織
と
技
術
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
四
年
）

（
７
）
現
在
の
東
大
寺
大
仏
殿
の
鴟
尾
は
明
治
修
理
の
際
に
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
（『
東
大
寺
金
堂
（
大
仏
殿
）
修
理
工
事
報
告
書
』）。

（
８
）
太
田
博
太
郎
監
修
・
内
藤
昌
校
注
『
注
釈
愚
子
見
記
』井
上
書
院
、
一
九
八
八
年
、

三
―
四
三
頁
。『
愚
子
見
記
』
の
原
文
を
読
み
下
し
た
も
の
。
以
下
同
じ
。

（
９
）『
注
釈
愚
子
見
記
』
三
―
四
四
頁

（
１０
）
平
岡
定
海
『
日
本
寺
院
史
の
研
究

中
世
・
近
世
編
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八

年

（
１１
）『
注
釈
愚
子
見
記
』
四
―
五
一
〜
五
五
頁

（
１２
）
伊
藤
要
太
郎
編
『
匠
明
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年

（
１３
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
集
・
発
行
『
古
図
に
見
る
日
本
の
建
築
』、
一
九
八
九

年

（
１４
）
日
本
建
築
学
会
編
『
日
本
建
築
史
圖
集
』
彰
国
社
、
一
九
七
一
年
、
第
九
版

（
１５
）
谷
直
樹
編
『
大
工
頭
中
井
家
建
築
指
図
集

中
井
家
所
蔵
本
』
思
文
閣
出
版
、
二

〇
〇
三
年

（
１６
）
内
藤
昌
編
・
著
『
愚
子
見
記
の
研
究
』
井
上
書
院
、
一
九
八
八
年

（
１７
）
内
藤
昌
・
中
村
利
則
「
ミ
ヤ
コ
の
変
貌
―
聚
楽
第
と
大
仏
殿
―
」（『
近
世
風
俗
図

譜

第
九
巻

祭
礼
（
二
）』
小
学
館
、
一
九
八
二
年
）

（
１８
）
木
子
文
庫
堀
内
家
文
書
は
、
法
隆
寺
大
工
の
出
身
で
幕
府
の
京
大
工
頭
中
井
氏
の

も
と
、
棟
梁
を
務
め
て
い
た
堀
内
家
に
伝
わ
っ
た
史
料
で
あ
る
。
東
大
寺
大
仏
殿

の
宝
永
度
造
営
の
棟
梁
を
務
め
た
の
は
堀
内
市
郎
右
衛
門
正
利
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
関
し
て
は
注
６
平
井
論
文
に
詳
し
い
。

（
１９
）『
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
木
子
文
庫
目
録
』
東
京
都
立
中
央
図
書
館
、
一
九
九
五

年

（
２０
）
伊
藤
要
太
郎
『
匠
明
五
巻
考
』
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
一
年

〈
付
記
〉

本
稿
第
一
項
は
黒
田
、
そ
れ
以
外
は
石
田
の
執
筆
で
あ
る
。

（
い
し
だ

り
え

神
戸
大
学
大
学
院
）

（
く
ろ
だ

り
ゅ
う
じ

神
戸
大
学
助
教
授
）
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